
【Ｒ７国道１９号防災東広津地区外改良３工事】に対する質問及び回答の内容

No． 質　問 回　答

■照会事項
　 当社は、入札説明書に記載された必須提出書
類に基づき、配置予定技術者の資格者証の写しと
して、監理技術者証の写しを提出いたしました。
   また、入札説明書には「監理技術者にあって
は、監理技術者講習修了証を添付すること」との
記載があり、当社はこれを必須書類と認識し提出
しております。

■当社の認識
入札説明書７７頁　（別記様式-3）【別添】5.
　 配置予定の主任（監理）技術者にあっては直接
的かつ恒常的な雇用関係が必要であるので、申
請時の日以前に３ヶ月以上の雇用関係があること
を確認の出来る資料（監理技術者資格者証（両
面） と記載されています。
　 従いまして、監理技術者資格者証の裏面にある
監理技術者講習修了証に記載された講習修了年
月日が、配置予定技術者の恒常的な雇用関係を
証明する一要素であると理解しており、書類を提
出することで「配置予定技術者に係る要件を満た
す」と判断しました。

■確認および再検討のお願い
　 今回の通知では、「恒常的な雇用関係が確認で
きない」との理由が示されておりますが、当社とし
ては、配置予定技術者の恒常的な雇用関係を証
明する書類として監理技術者講習修了証の写しを
提出しており、「競争参加資格なし」と判断されるま
での理由ではなく、書類確認過程における認識の
相違があったものと考えております。
　 当該判断につきまして、改めてご確認いただき
たくお願い申し上げます。
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 　提出の監理技術者資格者証写しの裏面にある
監理技術者講習修了の年月日は、監理技術者講
習の修了時期を示すものであり、入札参加者と配
置予定技術者間の雇用期間を証明するものでは
ありません。
   他に雇用期間を証明する資料の提出がなかっ
たため、監理技術者資格者証写しの表面にある
交付日より雇用期間を確認し、３ヶ月未満と判断し
ました。
　 また、監理技術者資格者証にて３ヶ月以上の雇
用期間を証明できない場合につきましては、入札
説明書の申請様式７ページの⑪に記載のとおりで
す。
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